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はじめに 

令和 7 年度の研究集会は、新潟大学が当番校として開催いたしました。昨年度の群馬大学による集会の様

子を拝見しながら、オンライン形式の利点を活かしながら効率よく進行されており、尚且つ、遠隔地からの参加

としての負担が軽減されていたことを踏まえて、今回もオンライン形式での開催といたしました。また、大会を企

画するにあたり、教員不足、18 歳人口減、地域格差等の喫緊の課題を踏まえつつも、研究集会が創造的な議

論によってそれらの課題を乗り越え、教員養成を活性化させる新たな機運につながるような場としたいと考え

ました。研究集会の概要は以下の通りです。 

 

Ⅰ 全体会（10:30～11:30） 

１ 開会挨拶 

開会にあたり、日本教育大学協会長の國分充氏より、昨今深刻化する教育課題に対し、本研究集会での活

発な議論を全国の教育現場へも発信しながら乗り越えていくことの期待が述べられました。これに続き、当番

大学を代表して牛木辰男新潟大学長、研究集会実行委員長である柳沼宏寿新潟大学教育学部長より挨拶が

ありました。また、来年度の当番校である岐阜大学教育学部長の山田雅博氏からも挨拶を頂戴しました。 

２ 招待講演 

招待講演においては、経済協力開発機構（OECD） 教育・スキル局長 兼 事務総長教育政策特別顧問のア

ンドレアス・シュライヒャー氏から「OECD Teaching Compass - Reimagining the Teaching 

Profession as Change Agents for Curriculum Renewal -」をテーマに映像配信の形でご講演をい

ただきました。世界の教育事情を詳細な調査データと分析を踏まえつつ、2040 年の Well Being という新た

な目標へ向けての提言がありました。 

今回、講演に先立ち、OECD を代表して、教育スキル局シニア政策アナリスト 兼 Future of Education 

and skills 2040 プロジェクトマネージャーである田熊美保氏よりご挨拶を賜り、シュライヒャー氏の講演へ

の導入として、OECD が目指す教育ビジョンの基本理念について丁寧なご説明をいただきました。 

また、シュライヒャー氏の講演映像配信後、東京大学大学院教育学研究科・准教授の一柳智紀氏に講演内

容の解説をお願いし、OECD が構想する教育を多角的な視点からわかりやすく解説していただきました。 

 

Ⅱ 分科会（13:00～16:40） 

分科会は、Zoom 会議システムを用いて、オンラインによる口頭発表が行われました。 

実施分科会は以下の５つの分科会を設けました。 

（１）第１分科会 「学部段階での教員養成」  

（２）第２分科会 「大学院段階での教員養成」  

（３）第３分科会 「大学・学部と附属学校園の連携・協働」  



 

（４）第４分科会 「へき地・小規模校教育」  

（５）第５分科会 「自由課題」 

発表件数が多い分科会については、会場を２～３つに分け、総計９つの会場を web 上に設定し、合計 52 件

の発表がありました。 

 

Ⅲ ポスターセッション（14:20～15:20） 

ポスターセッションでは、様々なテーマによる全 12 件の発表がありました。ポスターは Web 上に掲載して、

発表題目毎に閲覧出来るようにすると共に、発表者の在席責任時間を分科会の休憩時間において設け、

zoom のブレイクアウトルームで討論ができるようにしました。 

 

 

おわりに 

おかげさまで、全国から 270 名を超える多くの皆様にご参加いただきました。当番大学である新潟大学教

育学部一同、心より御礼申し上げます。研究集会開催にあたっては、スタッフ一同、万全を期して準備してまい

りましたが、至らぬ点も多々あったかと存じます。それでも研究集会を滞りなく開催できたことは、研究をご発

表いただいた方々、ご参加いただいた方々、そして、各大学の事務担当の職員の方々のお陰と存じます。この

場を借りて御礼申し上げます。 

来年度における岐阜大学教育学部が当番校となる研究集会、そして、今後の日本教育大学協会における研

究集会においても教員養成や教育実践の質的向上と発展を図る機会となることを願っております。 

 

  



 

令和 7 年度 日本教育大学協会研究集会 スケジュール 

（当番大学  新潟大学）  

【日   時】 令和 7 年９月２７日（土） １０：３０～１６：４０     
【開催場所】 新潟大学教育学部（Web 開催） 
【開催概要】  

Ⅰ 全体スケジュール  

 10:00 10:30                     11:30   13:00          14:20  15:20             16:40  

受付  

全体会  

（開会挨拶 10:30～10:50） 

（招待講演 10:50～11:30） 

昼食 

休憩 

分科会  

（５分科会） 
休憩  分科会 

（５分科会） 
 

ポスターセッション  ※１ 

※１ ポスター発表者の在席責任時間は、14:20～15:20 とします。 

 

Ⅱ 全体会（招待講演） ［10:30～11:30］  

１．開会挨拶 （10:30～10:50）  

（１）日本教育大学協会 会長 挨拶  

（２）日本教育大学協会研究集会 当番大学 牛木 辰男 新潟大学長 挨拶  

（３）日本教育大学協会研究集会 実行委員長 柳沼 宏寿 新潟大学教育学部長 挨拶  

（４）日本教育大学協会研究集会 令和 8 年度当番大学代表 山田 雅博 岐阜大学教育学部長 挨拶  

２．招待講演 （10:50～11:30）  

テーマ： OECD Teaching Compass   

- Reimagining the Teaching Profession as Change Agents for Curriculum Renewal -  

講 師： OECD 教育・スキル局長 兼 事務総長教育政策特別顧問 アンドレアス・シュライヒャー 氏 

＜OECD を代表しての挨拶＞ 

OECD 教育スキル局シニア政策アナリスト  

兼 Future of Education and skills 2040 プロジェクトマネージャー 田熊 美保 氏 

解 説： 東京大学 大学院教育学研究科 准教授 一柳 智紀 氏 

※講師のご都合により事前収録された映像を当日に配信し、その後、内容解説いたします。 

３．連絡事項 （11:30 より）  

  

Ⅲ 分科会（研究発表） ［13:00～16:40］  

（１）第１分科会 「学部段階での教員養成」  

（２）第２分科会 「大学院段階での教員養成」  

（３）第３分科会 「大学・学部と附属学校園の連携・協働」  

（４）第４分科会 「へき地・小規模校教育」  

（５）第５分科会 「自由課題」 

         

Ⅳ ポスターセッション ［11:30～15:20］  

テーマ：「自由課題」   

 

【事 務 局】 令和 7 年度日本教育大学協会研究集会実行委員会  

〒９５０-２１８１ 新潟市西区五十嵐 2 の町 8050 番地   

新潟大学教育学部総務係   Tel：025-262-7171  e-mail：soumu@ed.niigata-u.ac.jp 



 


